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徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
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【
論
文
】
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
と
『
本
朝
神
社
考
』
と
の
連
動
に
つ
い
て
―
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
に
着
目
し
て
武
田　
祐
樹
　
１　
は
じ
め
に
近
世
の
神
道
や
国
学
は
近
代
の
国
体
論
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
前
史
と
見
做
さ
れ
て
き
た（1
（
。
就
中
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
（
の
著
述
は
垂
加
神
道
や
国
学
の
前
史
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た（（
（
。
本
稿
で
着
目
す
る
『
本
朝
神
社
考
』
も
ま
た
前
史
の
前
史
と
い
う
扱
い
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
下
、
近
年
で
は
林
羅
山
の
著
述
に
使
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
タ
ー
ム
に
着
目
し
て
、
そ
の
用
例
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
書
物
の
引
用
状
況
を
点
検
す
る
こ
と
で
、
林
羅
山
の
学
術
上
の
特
質
を
論
じ
よ
う
と
す
る
研
究
も
現
れ
て
い
る（（
（
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
は
『
本
朝
神
社
考
』
を
始
め
と
す
る
宗
教
関
係
の
著
述
を
扱
い
か
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
は
、
成
書
年
代
お
よ
び
想
定
さ
れ
る
読
み
手
が
不
明
瞭
な
点
と
、
何
よ
り
も
出
処
不
確
か
な
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
『
本
朝
神
社
考
』
の
成
書
年
代
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が（（
（
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
（
か
ら
正
保
二
年
（
一
六
四
五
（
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
て
い
る（（
（
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
本
朝
神
社
考
』
は
一
七
世
紀
前
半
の
徳
川
幕
府
宗
教
政
策
が
一
段
落
す
る
画
期
に
著
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
林
羅
山
か
ら
す
れ
ば
、『
本
朝
神
社
考
』
は
系
図
や
家
譜
お
よ
び
歴
史
な
ど
の
各
種
編
纂
物
と
同
時
期
の
著
述
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
林
羅
山
の
著
述
は
、
そ
の
大
半
が
将
軍
や
諸
大
名
の
要
請
の
下
で
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
本
朝
神
社
考
』
の
成
書
年
代
が
先
の
推
定
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
時
期
の
編
纂
物
と
共
に
将
軍
へ
の
献
本
を
目
的
と
す
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る（（
（
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
『
本
朝
神
社
考
』
も
ま
た
寛
永
年
間
後
半
か
ら
の
各
種
編
纂
事
業
の
一
部
と
し
て
扱
う
。
以
上
を
踏
ま
え
、
い
ま
必
要
な
こ
と
は
『
本
朝
神
社
考
』
を
歴
史
的
に
位
置
付
け（（
（
、
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
と
の
連
動
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
林
羅
山
が
生
き
て
い
た
時
代
や
社
会
あ
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は
政
治
状
況
に
即
し
て
林
羅
山
と
そ
の
著
述
の
性
格
を
理
解
出
来
る
。
　
２　
慶
長
年
間
か
ら
寛
永
年
間
に
い
た
る
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
本
節
で
は
、
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
を
略
述
す
る
。
よ
り
具
体
的
な
叙
述
を
期
す
る
た
め
、
時
期
を
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
（
か
ら
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
（
に
限
定
し
、
寺
社
統
制
・
天
皇
と
寺
社
の
分
断
・
武
家
独
自
の
権
威
創
出
の
三
点
に
着
目
し
た
い
。
ま
ず
、
寺
社
統
制
に
つ
い
て
言
え
ば
、
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
（
の
「
比
叡
山
法
度
」
七
カ
条
を
皮
切
り
に
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
（
は
諸
宗
諸
寺
諸
法
度
を
頻
繁
に
発
布
し
て
行
く
。
そ
の
目
的
は
寺
領
の
削
減
や
守
護
不
入
権
の
剥
奪
、
あ
る
い
は
本
末
制
度
の
再
編
に
よ
る
幕
府
の
支
配
機
構
へ
の
取
り
込
み
に
あ
っ
た（（
（
。
寛
永
年
間
に
入
る
と
徳
川
幕
府
の
動
向
は
本
格
化
し
、
徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
～
一
六
五
一
（
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
（
に
寺
院
の
新
規
建
立
を
禁
止
し
、
翌
年
に
は
諸
宗
に
本
末
帳
提
出
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
宗
派
に
わ
た
る
寺
院
経
営
の
実
態
調
査
が
全
国
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
一
二
年
（
一
六
三
五
（
に
は
寺
請
証
文
作
成
を
命
じ
る
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
教
禁
圧
を
行
い
つ
つ
、
寺
の
住
職
に
幕
藩
領
主
の
下
級
役
人
と
し
て
の
役
割
を
付
与
す
る（（
（
。
ま
た
、
徳
川
幕
府
は
寺
社
と
天
皇
の
分
断
を
図
っ
た
。
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
（
に
勅
許
紫
衣
法
度
を
発
し
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
（
に
禁
中
並
公
家
諸
法
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
の
柴
衣
勅
許
や
僧
綱
補
任
あ
る
い
は
上
人
号
勅
授
を
規
制
し
た
の
で
あ
る
。
律
令
体
制
下
に
お
い
て
、
僧
官
の
叙
任
権
は
天
皇
に
あ
る
。
徳
川
幕
府
の
目
的
は
、
こ
の
天
皇
と
寺
社
の
関
係
に
割
っ
て
入
る
こ
と
で
あ
っ
た（（1
（
。
さ
ら
に
、
徳
川
幕
府
は
従
来
の
宗
教
的
権
威
を
分
断
し
て
個
別
に
統
制
す
る
一
方
で
、
独
自
の
権
威
創
出
を
試
み
る
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
（
四
月
、
徳
川
家
康
が
没
す
る
と
、
遺
体
は
久
能
山
に
移
送
さ
れ
、
葬
式
は
増
上
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
、
位
牌
は
大
樹
寺
に
安
置
さ
れ
、
徳
川
家
康
の
神
霊
は
日
光
に
勧
請
す
る
事
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
死
者
を
神
と
し
て
祀
る
こ
と
で
、
生
前
の
権
力
の
永
続
化
を
図
る
試
み
に
は
、
織
田
信
長
（
一
五
三
四
～
一
五
八
二
（
や
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
一
五
九
八
（
の
例
が
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
場
合
は
吉
田
神
道
の
協
力
を
得
て
、
豊
国
大
明
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
徳
川
家
康
の
場
合
も
豊
臣
秀
吉
の
例
に
倣
い
、
吉
田
神
道
の
協
力
の
下
に
明
神
号
を
朝
廷
か
ら
賜
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
海
（
生
年
不
詳
～
一
六
四
三
（
が
横
槍
を
入
れ
て
権
現
号
を
推
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
翌
三
年
（
一
六
一
七
（
二
月
に
朝
廷
よ
り
大
権
現
号
の
勅
許
を
得
て
、
徳
川
家
康
は
東
照
大
権
現
と
い
う
名
の
神
に
な
っ
た
。
天
海
の
活
躍
は
な
お
も
続
く
。
同
年
四
月
、
徳
川
家
康
の
遺
骨
を
日
光
山
に
改
葬
す
る
際
、
天
海
が
導
師
と
な
り
山
王
一
実
神
道
の
儀
式
で
執
り
行
う
。
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日
光
東
照
社
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
造
立
さ
れ
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
（
に
は
徳
川
家
光
の
指
示
で
大
造
替
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
正
保
二
年
に
朝
廷
よ
り
東
照
宮
号
が
下
賜
さ
れ
、
翌
三
年
（
一
六
四
六
（
に
奉
幣
勅
使
が
下
り
、
同
四
年
（
一
六
四
七
（
に
は
例
幣
使
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
徳
川
家
康
の
法
事
は
国
家
的
な
祭
事
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
行
く
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
あ
く
ま
で
も
朝
廷
が
こ
れ
ま
で
維
持
し
て
き
た
秩
序
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寺
社
へ
の
統
制
に
は
僧
綱
補
任
制
度
を
前
提
と
し
、
本
寺
の
頂
点
に
は
門
跡
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
東
照
大
権
現
号
を
下
賜
し
た
者
は
天
皇
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
征
夷
大
将
軍
を
任
ず
る
者
も
天
皇
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
光
例
幣
使
の
実
現
も
伊
勢
例
幣
使
の
復
活
と
い
う
譲
歩
な
く
し
て
は
達
成
し
得
な
か
っ
た（（（
（
。
か
く
の
如
く
、
徳
川
幕
府
は
寺
社
の
統
制
を
進
め
て
天
皇
と
分
断
し
、
独
自
の
権
威
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
既
存
の
秩
序
に
寄
生
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
３　
『
本
朝
神
社
考
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、
整
版
本
や
整
版
本
を
底
本
と
し
て
翻
印
し
た
も
の
で
は
な
く
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
所
蔵
の
写
本
『
本
朝
神
社
考
』
を
用
い
る（（1
（
。『
本
朝
神
社
考
』
に
は
夥
し
い
数
の
伝
本
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
概
ね
整
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
整
版
本
は
大
別
す
る
と
二
系
統
あ
る
も
の
の（（1
（
、
い
ず
れ
の
伝
本
に
つ
い
て
も
林
羅
山
本
人
の
意
向
が
出
版
に
至
る
過
程
で
ど
の
程
度
ま
で
反
映
さ
れ
た
か
は
明
瞭
で
な
い
。
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
選
択
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
は
全
三
冊
、
上
中
下
の
三
巻
か
ら
成
る
写
本
で
あ
り
、
林
鵞
峯
に
よ
る
「
編
著
書
目
」
は
「
神
社
考
」
と
し
て
採
録
す
る
。
ほ
ぼ
『
羅
山
文
集
』
巻
第
四
八
の
「
本
朝
神
社
考
序
」
に
同
じ
な
が
ら（（1
（
、『
羅
山
文
集
』
所
収
の
序
は
「
夕
顔
巷
叟
林
道
春
撰
」
の
八
字
を
欠
く
。
書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
。
原
装
油
色
表
紙
、
四
つ
目
綴
、
外
題
な
し
。
毎
半
葉
一
〇
行
二
〇
字
。
首
「
本
朝
神
社
考
上
／
目
録
」、
次
〔
序
〕、
次
「
本
朝
神
社
考
上　
羅
浮
子
道
春
撰
」（
第
一
冊
全
九
九
丁
（、
次
以
下
至
下
（
巻
中
第
二
冊
全
九
九
丁
、
巻
下
第
三
冊
全
八
一
丁
（、
各
巻
前
付
に
「
目
録
」、
巻
中
「
目
録
」
次
に
序
あ
り
。
印
記
「
尚
舎
源
忠
房
」（
陽
刻
長
方
印
、
各
冊
末
（。
松
平
忠
房
（
一
六
一
九
～
一
七
〇
〇
（
は
吉
田
藩
、
刈
谷
藩
、
福
知
山
藩
と
移
り
、
島
原
藩
の
藩
主
と
な
る
。
島
原
の
乱
の
後
、
譜
代
の
高
力
家
が
島
原
に
入
る
も
の
の
、
失
政
が
続
き
改
易
と
な
る
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
（、
松
平
忠
房
は
高
力
家
に
代
わ
り
島
原
へ
入
る
と
、
宗
門
改
め
や
減
税
な
ど
の
諸
改
革
に
成
功
す
る
。
松
平
忠
房
は
島
原
に
入
る
以
前
か
ら
林
羅
山
・
林
鵞
峯
親
子
と
親
交
が
あ
り
、
そ
の
様
子
は
林
鵞
峯
の
日
記
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
松
平
忠
房
は
古
典
蒐
集
に
意
を
用
い
、
そ
の
蔵
書
は
現
在
も
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
と
し
て
伝
わ
る
。
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こ
の
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
林
羅
山
や
林
鵞
峯
の
著
述
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
本
稿
で
用
い
る
『
本
朝
神
社
考
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
『
本
朝
神
社
考
』
は
林
家
と
縁
あ
る
大
名
家
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
原
著
者
の
意
に
反
す
る
形
で
書
写
・
伝
来
し
た
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
重
要
性
は
書
肆
の
手
に
か
か
る
整
版
本
と
同
日
の
談
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
を
利
用
し
た
い
。
　
４　
『
本
朝
神
社
考
』
編
纂
の
目
的
と
方
針
本
節
で
は
、「
本
朝
神
社
考
序
」
の
記
述
に
沿
っ
て
『
本
朝
神
社
考
』
編
纂
の
目
的
と
方
針
を
窺
う
。
ま
ず
、
林
羅
山
は
神
社
と
そ
の
祭
祀
に
つ
い
て
概
括
す
る（（1
（
。
神
社
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
し
得
る
。「
神
名
帳
」
に
記
載
さ
れ
る
式
内
社
と
、
こ
れ
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
式
外
社
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
国
家
の
危
機
が
迫
っ
た
時
に
奉
幣
を
受
け
る
二
二
の
神
社
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
二
社
で
あ
る
。
二
二
社
の
数
は
紆
余
曲
折
を
経
て
、
最
終
的
に
は
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
（
に
定
ま
る
。
朝
廷
よ
り
奉
幣
を
受
け
る
三
一
三
二
の
神
社
を
記
し
た
目
録
が
『
延
喜
式
』
の
「
神
名
帳
」
で
あ
り
、
格
別
の
崇
敬
を
受
け
て
臨
時
に
幣
帛
を
奉
る
の
が
二
二
社
で
あ
る
。
本
邦
に
お
け
る
神
社
と
そ
の
祭
祀
の
大
枠
は
、
両
者
が
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
二
社
を
扱
う
『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
も
当
然
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ぎ
に
、
林
羅
山
は
神
道
衰
微
の
過
程
を
略
述
す
る（（1
（
。
本
来
、
天
皇
は
祭
祀
と
政
治
の
頂
点
に
あ
っ
た
が
、
天
皇
が
政
治
的
実
権
を
失
う
と
、
祭
祀
も
徐
々
に
廃
れ
て
行
く
。
仏
教
の
進
出
を
許
し
、
風
習
の
変
化
を
招
く
。
し
か
し
、
仏
教
も
神
道
な
し
で
は
立
ち
行
か
ぬ
た
め
、
様
々
な
邪
説
を
拵
え
て
神
仏
習
合
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
制
止
す
べ
き
者
た
ち
は
却
っ
て
服
従
し
て
目
を
覚
ま
す
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
、
林
羅
山
は
『
本
朝
神
社
考
』
編
纂
の
目
的
を
述
べ
る（（1
（
。
そ
れ
は
古
書
に
徴
し
て
、
邪
説
を
判
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
林
羅
山
は
『
本
朝
神
社
考
』
編
纂
の
方
針
と
、
上
中
下
各
巻
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る（（1
（
。『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』
を
始
め
と
す
る
確
か
な
資
料
に
依
拠
し
て
、
後
に
付
会
依
託
さ
れ
た
邪
説
と
の
選
別
を
行
う
。
林
羅
山
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
を
古
代
の
姿
に
復
元
で
き
る
と
い
う
。
上
述
の
方
針
の
下
、
上
巻
で
は
二
二
社
を
扱
い
、
中
巻
で
は
諸
社
の
名
あ
る
も
の
、
特
に
諸
国
一
宮
を
扱
い
、
下
巻
で
は
霊
異
方
術
を
扱
う
。
で
は
、
各
巻
内
部
の
構
成
に
は
如
何
な
る
創
意
工
夫
を
認
め
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
上
巻
に
着
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
林
羅
山
が
「
本
朝
神
社
考
序
」
で
特
に
重
視
し
た
概
念
が
二
二
社
で
あ
り
、
こ
の
二
二
社
を
扱
っ
て
い
る
の
が
上
巻
だ
か
ら
で
あ
る
。
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— （ —
　
５　
『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
の
構
成
に
つ
い
て
前
節
を
承
け
、『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
に
着
目
し
て
、
そ
の
構
成
上
の
工
夫
を
窺
う
。
上
巻
の
構
成
は
図
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
比
較
対
象
と
し
て
、
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
～
一
三
五
四
（『
二
十
一
社
記
』
お
よ
び
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五
一
一
（『
神
道
大
意
』「
定
二
十
二
社
次
第
事
」
を
参
照
し
、
二
二
社
の
序
列
を
整
理
し
た
。
林
羅
山
の
提
示
す
る
序
列
は
北
畠
親
房
や
吉
田
兼
倶
の
も
の
と
著
し
く
異
な
る
。
と
り
わ
け
顕
著
な
の
が
三
輪
と
石
清
水
お
よ
び
鶴
岡
の
例
で
あ
る
。
ま
ず
、
三
輪
の
例
を
見
た
い
。
林
羅
山
は
大
神
と
大
和
を
ま
と
め
、
三
輪
で
統
一
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
二
社
か
ら
一
社
が
欠
け
て
二
一
社
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
北
畠
親
房
も
貴
布
禰
を
賀
茂
の
摂
社
と
し
て
異
な
る
扱
い
を
与
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
著
述
も
『
二
十
一
社
記
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
林
羅
山
は
「
三
輪　
一
に
云
く
、
大
和
。
一
に
曰
く
、
大
神
。
皆
此
の
神
な
り
」
と
言
い
、
い
ず
れ
も
大
国
主
神
を
祀
る
こ
と
を
理
由
に
整
理
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
に
は
大
和
と
い
う
項
目
が
存
在
し
な
い
。
林
羅
山
の
方
針
に
対
応
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
読
み
手
に
混
乱
の
余
地
が
な
い
。
逆
に
、
先
行
研
究
が
成
立
年
代
を
比
較
的
古
く
見
積
も
っ
て
い
る
上
村
新
右
衛
門
本
と（（1
（
、
こ
の
上
村
本
を
底
本
と
す
る
『
神
道
大
系
』
は
大
和
で
立
項
す
る
。
だ
が
、
対
応
す
る
記
述
が
な
い
た
め
、
項
目
だ
け
存
し
て
、
内
容
は
空
白
で
あ
る
。
過
去
、
上
村
本
を
手
に
し
た
者
は
、
さ
ぞ
や
不
可
解
な
印
象
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
二
二
社
内
に
は
上
中
下
の
位
階
が
存
在
す
る
が
、『
本
朝
神
社
考
』
を
見
る
と
上
七
社
と
中
七
社
の
間
で
移
動
が
あ
る
。
三
輪
で
統
一
さ
れ
た
大
神
と
大
和
は
、
本
来
ど
ち
ら
も
中
七
社
に
位
置
す
る
が
『
本
朝
神
社
考
』
に
お
い
て
は
上
七
社
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
石
清
水
の
例
を
見
た
い
。
石
清
水
は
二
二
社
の
中
で
も
伊
勢
に
亜
ぐ
位
置
に
あ
り
、
歴
代
の
為
政
者
か
ら
特
に
崇
敬
さ
れ
て
き
た
神
社
の
一
つ
で
あ
る
。『
二
十
一
社
記
』
も
『
神
道
大
意
』「
定
二
十
二
社
次
第
事
」
も
、
こ
の
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
林
羅
山
は
こ
の
石
清
水
の
前
に
八
幡
と
い
う
項
目
を
立
て
、
後
に
鶴
岡
を
立
項
す
る
。
八
幡
と
は
誉
田
別
尊
（
い
わ
ゆ
る
応
神
天
皇
（
で
あ
る
。
石
清
水
は
鶴
岡
・
誉
田
・
宇
佐
・
筥
崎
と
共
に
、
こ
の
誉
田
別
尊
を
祭
神
と
す
る
。
鶴
岡
を
立
項
す
る
の
は
、
同
一
の
神
を
祭
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
処
置
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。
林
羅
山
は
大
神
と
大
和
を
三
輪
に
ま
と
め
た
。
そ
の
理
由
は
祭
神
を
同
じ
く
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
石
清
水
の
後
に
鶴
岡
を
割
り
込
ま
せ
る
の
は
な
ぜ
か
。後
述
す
る
通
り
、
鶴
岡
八
幡
宮
は
源
氏
の
祖
で
あ
る
源
頼
義
（
九
八
八
～
一
〇
七
五
（・
源
義
家
（
一
〇
三
九
～
一
一
〇
六
（
親
子
と
縁
が
深
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。
そ
も
そ
も
、
こ
の
親
子
が
鶴
岡
八
幡
宮
を
建
立
し
、
整
備
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
源
義
家
は
八
幡
太
郎
義
家
と
呼
ば
れ
、
鎌
倉
将
軍
家
や
京
都
将
軍
家
の
み
な
ら
ず
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
も
格
別
の
崇
敬
を
受
け
た
。
逆
に
、
朝
廷
か
ら
す
れ
ば
鶴
岡
は
特
に
重
要
な
神
社
で
は
な
か
ろ
う
。
鶴
岡
は
歴
史
が
浅
く
、
林
羅
山
が
重
視
す
る
と
強
調
し
た
古
書
に
記
述
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
記
紀
が
成
立
し
た
時
代
に
鶴
岡
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
鶴
岡
は
あ
く
ま
で
も
武
家
の
崇
敬
社
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
林
羅
山
の
不
可
解
な
方
針
の
原
因
で
あ
る
。
古
来
、
伊
勢
・
石
清
水
は
二
所
の
宗
廟
と
呼
ば
れ
、
尊
崇
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
二
社
に
亜
ぐ
位
置
に
鶴
岡
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
羅
山
は
よ
り
武
家
の
立
場
に
配
慮
し
た
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
に
お
い
て
、
石
清
水
は
八
幡
と
い
う
項
目
の
下
位
分
類
と
な
り
、
鶴
岡
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
誉
田
別
尊
を
祭
る
複
数
の
神
社
の
一
つ
と
な
る
。
逆
に
、
上
村
本
と
『
神
道
大
系
』
は
八
幡
を
伊
勢
の
下
位
分
類
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
で
は
八
幡
か
ら
鶴
岡
へ
至
る
構
成
上
の
連
絡
が
絶
た
れ
、
内
容
理
解
に
不
備
が
生
じ
る
。
　
６　
上
村
本
『
本
朝
神
社
考
』
の
不
備
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
、『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
の
構
成
に
つ
い
て
論
じ
る
と
共
に
、
先
行
研
究
が
底
本
と
し
て
き
た
上
村
本
お
よ
び
『
神
道
大
系
』
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
縷
々
指
摘
し
て
き
た
。
し
か
し
、
従
来
用
い
ら
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
を
採
用
す
る
こ
と
に
、
な
お
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は
、
上
村
本
と
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
と
の
相
違
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
際
、『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
の
構
成
上
の
問
題
を
主
と
し
て
扱
う
。
ま
た
、
文
字
の
異
同
に
関
し
て
も
、
写
本
と
整
版
本
の
性
格
上
の
差
異
が
顕
著
と
な
る
箇
所
を
と
り
上
げ
る
。
八
幡
の
項
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
上
村
本
は
伊
勢
の
附
と
し
て
、
外
宮
・
齋
宮
と
共
に
八
幡
の
項
目
を
置
く
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
既
に
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
八
幡
と
は
誉
田
別
尊
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
皇
大
神
宮
と
並
ぶ
豊
受
大
神
宮
の
別
称
で
あ
る
外
宮
や
、
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
皇
女
の
謂
で
あ
る
斎
宮
と
、
同
日
の
談
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
と
別
の
項
目
で
論
じ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
妥
当
な
位
置
づ
け
を
八
幡
に
与
え
て
い
な
い
の
が
、
上
村
本
な
の
で
あ
る
。
逆
に
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
は
八
幡
を
附
に
置
い
て
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
八
幡
は
伊
勢
の
下
位
項
目
よ
り
脱
し
、
後
続
の
石
清
水
や
鶴
岡
と
の
連
続
性
の
下
に
、
そ
の
所
を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
が
提
示
す
る
構
成
に
お
い
て
こ
そ
、
八
幡
以
降
の
各
項
目
は
意
味
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
八
幡
を
伊
勢
の
附
と
す
る
上
村
本
の
処
置
に
、
林
羅
山
の
見
識
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
、
と
う
て
い
考
え
が
た
い
。
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、
林
羅
山
自
身
の
学
者
と
し
て
の
見
識
や
『
本
朝
神
社
考
』
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— （ —
述
作
の
意
図
と
は
異
な
る
、
別
の
原
理
で
は
な
い
か
。
つ
ぎ
は
、
大
和
・
大
神
の
両
社
に
つ
い
て
で
あ
る
。
林
羅
山
は
、
両
社
が
同
一
の
神
を
祀
る
と
い
う
理
由
を
掲
げ
、
新
た
に
三
輪
を
立
項
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
方
針
の
是
非
は
一
旦
お
く
。
問
題
は
、
斯
か
る
方
針
を
林
羅
山
が
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
村
本
が
無
視
し
て
勝
手
に
大
和
を
立
項
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
で
は
、『
本
朝
神
社
考
』
の
内
容
と
形
式
に
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
上
村
本
は
項
目
内
部
の
記
述
を
空
白
の
ま
ま
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
上
村
本
が
立
項
し
た
大
和
に
は
、
該
当
す
る
記
述
な
ど
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
三
輪
か
ら
対
応
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
て
大
和
に
移
行
す
れ
ば
、
体
裁
だ
け
は
整
う
。
し
か
し
、
上
村
本
は
そ
こ
ま
で
手
の
込
ん
だ
操
作
も
し
な
い
。
た
だ
、
形
だ
け
を
従
来
か
ら
あ
る
二
二
社
の
秩
序
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
、
辻
褄
合
わ
せ
を
す
る
か
ら
、
不
可
解
な
編
目
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
林
羅
山
は
ま
さ
し
く
斯
か
る
従
来
の
序
列
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
の
実
あ
ら
た
な
秩
序
を
表
現
す
る
た
め
に
三
輪
と
い
う
項
目
を
立
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
あ
れ
ば
、
上
村
本
の
配
慮
は
、
林
羅
山
の
意
図
を
無
視
し
た
余
計
な
お
節
介
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
村
本
の
構
成
が
林
羅
山
の
意
図
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
は
、
全
く
見
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
が
大
和
な
ど
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
な
い
こ
と
を
、
従
来
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
き
た
諸
本
と
際
立
っ
て
異
な
り
、
林
羅
山
の
意
図
に
よ
り
即
し
て
い
る
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
文
字
の
異
同
を
問
題
と
し
た
い
。
ま
ず
は
序
に
お
い
て
確
認
で
き
る
文
字
の
異
同
を
取
り
上
げ
る
。
昔
太
史
公
之
修
史
記
也
、
上
自
黄
帝
下
及
天
漢
、
殆
三
千
歳
、
一
百
三
十
卷
之
中
、
楚
漢
居
太
半
。（
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
『
本
朝
神
社
考
』（
昔
太
史
公
之
修
史
記
也
、
上
自
黄
帝
下
及
天
漢
、
殆
三
千
歳
、
一
百
三
十
卷
之
中
、
梵
漢
居
于
大
半
。（
内
閣
文
庫
所
蔵
上
村
本
『
本
朝
神
社
考
』（
前
者
は
「
楚
」
字
を
正
し
く
作
り
、
後
者
は
誤
っ
て
「
梵
」
字
に
作
る
。
ま
た
、
前
者
は
「
于
」
字
を
欠
き
、
か
つ
「
大
」
字
を
「
太
」
字
に
作
る
。
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
前
者
の
優
越
を
説
く
こ
と
に
疑
問
を
抱
く
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
該
箇
所
の
テ
キ
ス
ト
の
異
同
は
、
写
本
と
整
版
本
の
差
異
を
明
瞭
に
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
商
業
出
版
の
問
題
点
を
端
的
に
示
す
も
の
と
言
え
る
。
と
い
う
の
も
、「
楚
」
字
を
「
梵
」
字
に
作
る
の
は
、
教
養
あ
る
人
間
の
手
に
な
る
写
本
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
程
に
稚
拙
な
誤
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り
で
あ
り
、
か
つ
当
該
箇
所
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
類
の
誤
り
で
あ
る
。
逆
に
、「
于
」
字
の
欠
落
は
、
筆
写
の
過
程
に
よ
く
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
り
、
か
つ
最
終
的
な
解
釈
に
即
座
に
影
響
を
及
ぼ
す
脱
字
と
は
言
え
ま
い
。「
大
」
字
と
「
太
」
字
の
異
同
も
、
写
本
に
ま
ま
あ
る
表
記
の
揺
れ
に
過
ぎ
な
い
。
前
者
の
よ
う
な
誤
り
が
起
こ
る
原
因
は
、
出
版
に
至
る
過
程
で
原
稿
が
学
者
の
手
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
厳
密
な
校
正
を
尊
ぶ
学
者
の
論
理
で
は
な
く
、
商
業
的
な
原
理
の
下
に
行
わ
れ
た
出
版
で
あ
る
が
故
に
、
当
該
箇
所
の
如
き
文
字
の
異
同
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
本
節
で
挙
げ
た
三
ケ
所
の
差
異
は
、
全
て
写
本
と
整
版
本
の
差
異
と
受
け
止
め
て
よ
か
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
国
史
に
お
い
て
出
版
文
化
の
発
展
が
果
た
し
た
役
割
を
等
閑
視
す
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
林
羅
山
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
如
何
な
る
資
料
に
依
拠
す
べ
き
か
と
い
え
ば
、
写
本
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
商
業
的
な
出
版
物
に
、
原
著
者
の
意
向
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
本
朝
神
社
考
』
は
、
こ
の
問
題
を
研
究
者
へ
否
応
な
し
に
突
き
つ
け
る
か
ら
こ
そ
、
扱
い
難
い
著
述
と
い
う
評
価
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
７　
林
羅
山
の
神
仏
習
合
批
判
す
で
に
、
林
羅
山
が
二
二
社
の
序
列
を
大
胆
に
改
め
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
節
か
ら
は
、
八
幡
と
石
清
水
の
例
に
着
目
し
て
、
各
項
目
内
部
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
林
羅
山
は
石
清
水
・
鶴
岡
・
誉
田
の
祭
神
で
あ
る
八
幡
こ
と
誉
田
別
尊
を
紹
介
す
る（11
（
。「
日
本
紀
第
十
」
と
あ
る
通
り
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
〇
を
適
宜
省
略
し
つ
つ
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
誉
田
別
尊
の
呼
び
名
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
林
羅
山
は
信
頼
出
来
る
資
料
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
誉
田
別
尊
が
生
前
に
八
幡
と
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
林
羅
山
は
『
神
皇
正
統
記
』
か
ら
誉
田
別
尊
に
関
す
る
記
述
を
漢
訳
の
上
で
引
用
す
る（1（
（
。
最
も
信
頼
出
来
る
資
料
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
に
続
き
、
横
に
置
く
べ
き
資
料
を
掲
げ
た
形
で
あ
る
。『
神
皇
正
統
記
』
も
、「
応
神
天
皇
紀
」
で
は
生
前
の
誉
田
別
尊
を
八
幡
と
称
し
て
い
な
い
。
欽
明
天
皇
三
十
一
年
冬
、
肥
後
国
菱
形
池
邊
、
民
家
兒
、
甫
三
歳
、
神
託
云
、
我
是
人
皇
第
十
六
代
誉
田
八
幡
麻
呂
也
。
諸
州
、
垂
跡
于
神
明
。
今
又
顕
于
此
。
其
後
差
勅
使
。
移
而
鎮
座
於
豊
前
國
宇
佐
宮
。
誉
田
本
名
、
而
八
幡
爲
神
後
自
所
称
者
也
。
欽
明
天
皇
三
十
一
年
冬
、
肥
後
の
国
は
菱
形
の
池
の
邊
り
、
民
家
の
兒
、
甫
め
て
三
歳
、
神
託
し
て
云
く
、
我
れ
は
是
れ
人
皇
第
十
六
代
誉
田
八
幡
麻
呂
な
り
。
諸
州
、
跡
を
神
明
に
垂
る
。
今
又
た
此
に
顕
は
る
。
其
の
後
勅
使
を
差
は
し
、
移
し
て
豊
前
の
國
は
宇
佐
の
宮
に
鎮
ま
り
座
し
ま
す
。
誉
田
は
本
の
名
に
し
て
、
八
幡
は
神
爲
る
の
後
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— （ —
に
自
ら
称
す
る
所
の
者
な
り
。（「
八
幡
」（
訓
読
は
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本
『
元
亨
釈
書
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
『
神
皇
正
統
記
』
を
参
照
し
て
行
い
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
。
誉
田
別
尊
が
八
幡
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
契
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
国
排
開
広
庭
尊
（
い
わ
ゆ
る
欽
明
天
皇
（
の
時
代
、
肥
後
国
に
あ
る
池
の
ほ
と
り
の
民
家
に
住
む
、
三
歳
の
子
供
を
通
じ
て
託
宣
が
あ
っ
た
。
誉
田
八
幡
麻
呂
を
名
乗
る
そ
の
神
は
、
勅
命
で
宇
佐
八
幡
に
祭
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
八
幡
の
名
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
な
い
。
一
体
、
林
羅
山
は
如
何
な
る
書
物
か
ら
こ
の
記
事
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
の
引
用
文
か
ら
行
を
改
め
て
あ
る
も
の
の
、
何
も
断
り
が
な
い
た
め
『
神
皇
正
統
記
』
か
ら
の
引
用
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、『
本
朝
神
社
考
』
の
記
述
と
『
神
皇
正
統
記
』
の
当
該
箇
所
は
共
通
す
る
記
述
を
含
み（11
（
、
両
者
の
記
述
は
お
お
む
ね
共
通
す
る
。
特
に
、「
譽
田
は
も
と
の
御
名
、
八
幡
は
垂
迹
の
号
な
り
」
と
い
う
名
乗
り
は
『
本
朝
神
社
考
』
の
記
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
託
宣
が
冬
に
あ
っ
た
こ
と
や
、「
甫
め
て
三
歳
」
の
「
民
家
の
兒
」
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
情
報
は
、『
神
皇
正
統
記
』
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
諸
州
、
跡
を
神
明
に
垂
る
。
今
又
た
此
に
顕
は
る
」
と
い
う
記
述
も
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
と
一
致
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
何
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
十
有
一
年
。
春
三
月
甲
申
。
僕
射
蘇
稲
目
薨
。
夏
秋
。
冬
建
宇
佐
神
祠
于
豊
前
州
。
三
十
一
年
三
月
。
蘇
公
薨
。
書
官
。
貴
也
。
是
歳
豊
前
州
宇
佐
郡
厩
峯
菱
潟
池
畔
民
家
児
。
甫
三
歳
。
託
曰
。
我
是
第
十
六
主
譽
田
天
皇
廣
幡
八
幡
也
。
我
名
護
國
霊
驗
威
身
神
大
自
在
王
菩
薩
。
諸
州
諸
所
。
垂
跡
於
神
明
。
今
顯
坐
此
地
耳
。
因
之
敕
建
祠
。（
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
〇
・
資
治
表
一
・
欽
明
天
皇
（
『
元
亨
釈
書
』
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
（
が
著
わ
し
た
仏
教
史
書
で
あ
り
、
三
〇
巻
か
ら
成
る
。
仏
教
の
伝
来
か
ら
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
（
ま
で
を
漢
文
体
で
記
す
。
こ
こ
で
引
用
し
た
「
資
治
表
」
は
仏
教
関
係
の
記
事
が
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
範
囲
は
天
国
排
開
広
庭
尊
の
御
宇
か
ら
守
成
（
い
わ
ゆ
る
順
徳
天
皇
。
一
一
九
七
～
一
二
四
二
（
の
承
久
三
年
（
一
二
二
一
（
に
わ
た
る
。
ま
た
、
こ
の
「
資
治
表
」
は
概
略
を
述
べ
た
後
に
、
一
字
低
書
し
て
詳
し
い
記
事
の
説
明
を
す
る
綱
目
体
を
採
用
し
て
い
る
。
綱
の
箇
所
に
見
え
る
「
冬
建
宇
佐
神
祠
于
豊
前
州
」
と
い
う
記
述
や
、
目
の
箇
所
に
見
え
る
「
是
歳
豊
前
州
宇
佐
郡
厩
峯
菱
潟
池
畔
民
家
児
。
甫
三
歳
」
と
「
諸
州
諸
所
。
垂
跡
於
神
明
。
今
顯
坐
此
地
耳
。
因
之
敕
建
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祠
」
と
い
う
記
述
に
着
目
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
不
足
は
補
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
『
本
朝
神
社
考
』・『
神
皇
正
統
記
』・
『
元
亨
釈
書
』
の
関
係
を
単
純
に
処
理
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
本
朝
神
社
考
』
の
「
我
是
人
皇
第
十
六
代
誉
田
八
幡
麻
呂
也
」
と
い
う
記
述
の
典
拠
を
『
神
皇
正
統
記
』
の
「
我
は
人
皇
十
六
代
譽
田
の
八
幡
丸
也
」
と
い
う
記
述
に
求
め
る
か
、『
元
亨
釈
書
』
の
「
我
是
第
十
六
主
譽
田
天
皇
廣
幡
八
幡
也
」
と
い
う
記
述
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
断
定
し
が
た
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
『
本
朝
神
社
考
』
の
「
欽
明
天
皇
三
十
一
年
冬
」
以
下
の
記
述
が
、『
神
皇
正
統
記
』
と
『
元
亨
釈
書
』
の
記
述
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。「
本
朝
神
社
考
序
」
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
彼
に
と
っ
て
信
頼
出
来
る
資
料
を
利
用
し
、
僧
侶
に
よ
る
付
会
依
託
の
説
を
選
り
分
け
、
低
書
し
て
区
別
す
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
仏
教
へ
の
批
判
の
意
図
を
含
む
も
の
と
理
解
出
来
る
。
と
は
い
え
、
林
羅
山
は
『
元
亨
釈
書
』
の
記
述
全
て
を
否
定
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
林
羅
山
は
低
書
し
て
い
な
い
『
元
亨
釈
書
』
を
用
い
、『
日
本
書
紀
』
に
存
在
し
な
い
記
事
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
林
羅
山
は
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
仏
教
を
批
判
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
余
案
舊
記
、
欽
明
帝
時
、
託
云
、
吾
是
誉
田
天
皇
、
廣
幡
八
幡
也
。
我
名
護
国
霊
験
威
身
神
大
自
在
王
菩
薩
。
余
舊
記
を
案
ず
る
に
、
欽
明
帝
の
時
、
託
に
云
く
、
吾
れ
は
是
れ
誉
田
天
皇
、
廣
幡
八
幡
な
り
。
我
を
護
国
霊
験
威
身
神
大
自
在
王
菩
薩
と
名
づ
く
。（「
八
幡
」（
林
羅
山
が
低
書
し
た
箇
所
で
あ
る
。
先
ほ
ど
引
用
し
た
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
〇
の
記
述
を
踏
ま
え
、
誉
田
別
尊
が
実
は
菩
薩
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
つ
ぎ
は
延
暦
二
年
（
七
八
三
（
の
記
事
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
『
元
亨
釈
書
』
に
同
様
の
記
述
が
確
認
出
来
る（11
（
。
や
は
り
、
八
幡
神
が
菩
薩
を
名
乗
り
、
託
宣
を
下
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
林
羅
山
が
神
仏
習
合
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
就
中
、
日
本
の
神
を
仏
の
化
身
と
捉
え
る
本
地
垂
迹
説
が
や
り
玉
に
あ
げ
ら
れ
る
。
続
い
て
、
林
羅
山
に
よ
る
批
判
の
具
体
例
を
見
た
い
。
余
以
謂
、
夫
佛
法
来
于
本
朝
者
、
欽
明
十
三
年
也
。
百
濟
唯
貢
佛
像
経
論
而
已
。
先
于
八
幡
示
現
者
、
雖
及
十
有
八
九
年
、
而
浮
屠
草
昧
、
未
有
習
修
者
。
其
間
有
若
排
闢
之
尾
輿
・
鎌
子
輩
者
。
然
則
此
神
有
菩
薩
号
者
、
始
於
延
之
際
乎
。
唯
其
曰
我
是
誉
田
天
皇
八
幡
麻
呂
者
、
余
有
信
之
。
大
倭
姫
命
在
雄
略
帝
時
、
曰
西
天
有
真
人
、
亦
是
類
也
。
悉
皆
浮
屠
者
、
依
託
附
會
而
爲
言
、
筆
諸
書
耳
。
不
可
不
辨
折
。
夫
伊
㔟
・
八
幡
者
、
本
朝
二
所
宗
廟
、
而
君
臣
上
下
、
各
無
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
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不
欽
敬
奉
仕
。
浮
屠
氏
見
如
此
曰
、
本
地
佛
也
。
垂
迹
神
也
。
遂
引
神
明
、
入
于
佛
氏
。
時
君
感ママ
而
不
悟
、
至
令
其
恣
雎
横
行
。
或
奪
神
戸
。
掠
有
封
。
而
納
之
于
寺
院
。
吁
、
神
何
不
罰
之
哉
。
余
以
謂
へ
ら
く
、
夫
れ
佛
法
の
本
朝
に
来
る
は
、
欽
明
の
十
三
年
な
り
。
百
濟
唯
だ
佛
像
・
経
論
を
貢
ぐ
の
み
。
八
幡
の
示
現
す
る
こ
と
に
先
ん
ず
る
者
、
十
有
八
九
年
に
及
ぶ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
浮
屠
の
草
昧
、
未
だ
習
修
す
る
者
有
ら
ず
。
其
の
間
排
闢
の
尾
輿
・
鎌
子
が
輩
の
若
き
者
有
り
。
然
ら
ば
則
ち
此
の
神
の
菩
薩
の
号
有
る
は
、
延
暦
の
際
に
始
ま
る
か
。
唯
だ
其
の
我
れ
は
是
れ
誉
田
天
皇
八
幡
麻
呂
と
曰
ふ
は
、
余
之
を
信
ず
る
こ
と
有
り
。
大
倭
姫
命
の
雄
略
帝
の
時
に
在
っ
て
、
西
天
に
真
人
有
り
と
曰
ふ
も
、
亦
た
是
の
類
な
り
。
悉
皆
浮
屠
は
、
依
託
附
會
し
て
言
を
爲
し
、
諸
を
書
に
筆
す
る
の
み
。
辨
折
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
伊
㔟
・
八
幡
は
、
本
朝
二
所
の
宗
廟
に
し
て
、
君
臣
上
下
、
各
々
欽
敬
奉
仕
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
浮
屠
氏
此
く
の
如
く
な
る
を
見
て
曰
く
、
本
地
は
佛
な
り
。
垂
迹
は
神
な
り
と
。
遂
に
神
明
を
引
き
、
佛
氏
に
入
る
。
時
君
感
（
惑
か
（
ひ
て
悟
ら
ず
、
其
を
し
て
恣
雎
横
行
せ
し
む
る
に
至
る
。
或
い
は
神
戸
を
奪
ひ
、
有
封
を
掠
め
て
、
之
を
寺
院
に
納
る
。
吁
、
神
何
ぞ
之
を
罰
せ
ざ
る
や
。（「
八
幡
」（
基
本
的
に
は
、
こ
の
段
の
趣
旨
は
本
地
垂
迹
説
批
判
と
神
仏
分
離
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ぬ
面
も
備
え
て
い
る
上
に
、
説
明
不
足
の
気
味
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
は
丁
寧
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
林
羅
山
は
、
先
の
記
事
が
僧
侶
に
よ
る
依
託
付
会
の
説
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
そ
の
成
立
年
代
の
推
定
を
行
う
。「
夫
れ
佛
法
の
本
朝
に
来
る
は
、
欽
明
の
十
三
年
な
り
」
と
は
、
林
羅
山
が
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
百
済
聖
明
王
の
使
者
が
来
訪
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
仏
教
伝
来
の
始
め
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
八
幡
の
示
現
す
る
こ
と
に
先
ん
ず
る
者
、
十
有
八
九
年
に
及
ぶ
と
雖
も
」
以
下
は
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
「
欽
明
天
皇
三
十
一
年
冬
」
以
下
の
記
事
を
踏
ま
え
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
伝
来
か
ら
八
幡
神
示
現
ま
で
の
期
間
は
二
〇
年
弱
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
〇
年
弱
と
い
う
時
間
は
、
仏
教
が
日
本
に
根
付
き
本
地
垂
迹
説
が
流
布
す
る
に
は
余
り
に
も
短
い
。
ま
し
て
や
、
物
部
尾
輿
や
中
臣
鎌
子
に
よ
っ
て
仏
教
排
斥
運
動
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
八
幡
神
を
菩
薩
の
化
身
と
見
な
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
山
部
王
（
い
わ
ゆ
る
桓
武
天
皇
。
七
三
七
～
八
〇
六
（
の
治
世
で
あ
ろ
う
か
。
八
幡
神
の
示
現
と
は
、
山
部
王
の
時
代
に
作
ら
れ
た
逸
話
で
あ
ろ
う
か
。
林
羅
山
は
か
く
の
如
く
推
定
し
、
そ
の
上
で
「
唯
だ
其
の
我
れ
は
是
れ
誉
田
天
皇
八
幡
麻
呂
と
曰
ふ
は
、
余
之
を
信
ず
る
こ
と
有
り
」
と
言
う
。
誉
田
別
尊
が
神
託
を
下
し
、
自
ら
を
八
幡
麻
呂
と
名
乗
っ
た
こ
と
は
事
実
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
見
え
ぬ
記
事
が
採
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さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
悉
皆
浮
屠
は
、
依
託
附
會
し
て
言
を
爲
し
、
諸
を
書
に
筆
す
る
の
み
。
辨
折
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
本
地
垂
迹
説
は
批
判
の
対
象
と
な
る
。
続
い
て
、
林
羅
山
は
神
仏
習
合
が
起
こ
っ
た
原
因
と
責
任
の
所
在
を
問
う
。
伊
勢
神
宮
と
八
幡
宮
は
皇
祖
を
祀
る
宗
廟
で
あ
り
、
古
く
か
ら
の
崇
敬
社
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
「
浮
屠
氏
」
が
神
田
を
掠
め
取
る
た
め
に
本
地
垂
迹
説
を
唱
え
、「
時
君
」
の
心
が
定
ま
ら
ぬ
た
め
に
そ
れ
を
許
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
で
は
、「
時
君
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
。
日
本
に
お
け
る
祭
祀
の
最
終
的
な
責
任
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
天
皇
で
あ
る
。
　
８　
林
羅
山
の
天
皇
批
判
次
に
、
林
羅
山
の
神
仏
習
合
批
判
が
僧
侶
を
突
き
抜
け
て
天
皇
に
刺
さ
る
こ
と
を
、
よ
り
明
確
に
示
す
事
例
を
検
討
し
た
い
。
又
元
正
天
皇
養
老
四
年
九
月
、
異
国
襲
来
、
日
向
・
大
隅
国
大
乱
。
朝
廷
祈
宇
佐
神
宮
、
平
冠ママ
賊
。
大
神
託
曰
、
是
戦
其
死
傷
多
矣
。
我
甚
憐
之
。
願
冠ママ
平
之
後
、
置
放
生
于
諸
国
。
八
幡
放
生
會
、
自
此
始
焉
。
年
中
行
事
載
。
所
謂
石
清
水
放
生
會
、
是
也
。
最
勝
王
經
、
長
者
子
流
水　
品
、　　
放
池
魚
。
是
其
因
縁
也
。
又
た
元
正
天
皇
養
老
四
年
九
月
、
異
国
襲
来
し
、
日
向
・
大
隅
国
大
い
に
乱
る
。
朝
廷
宇
佐
神
宮
に
祈
っ
て
、
冠
（
冦
か
（
賊
を
平
ら
ぐ
。
大
神
託
し
て
曰
く
、
是
の
戦
其
れ
死
傷
多
し
。
我
れ
甚
だ
之
を
憐
む
。
願
は
く
は
冠
（
冦
か
（
平
ら
ぎ
て
後
、
放
生
を
諸
国
に
置
け
。
八
幡
の
放
生
會
、
此
自
り
始
ま
る
。
年
中
行
事
に
載
す
、
所
謂
石
清
水
の
放
生
會
、
是
れ
な
り
。
最
勝
王
經
、
長
者
子
流
水
の
品
に
、
池
魚
を
放
つ
。
是
れ
其
の
因
縁
な
り
。（「
八
幡
」（
放
生
会
開
始
の
契
機
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
放
生
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
石
清
水
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る（11
（
。
八
幡
と
石
清
水
以
下
の
連
続
性
を
裏
付
け
る
記
事
の
配
置
で
あ
る
。
大
隅
隼
人
の
反
乱
鎮
圧
後
、
宇
佐
八
幡
の
神
託
に
よ
り
放
生
会
が
始
ま
る
。
や
は
り
、『
元
亨
釈
書
』
に
類
似
す
る
記
事
が
見
え（11
（
、「
是
の
戦
其
れ
死
傷
多
し
。
我
れ
甚
だ
之
を
憐
む
」
と
八
幡
神
の
慈
悲
を
強
調
す
る
。
放
生
会
は
菩
薩
と
仏
教
の
慈
悲
を
示
す
儀
式
な
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
は
『
元
亨
釈
書
』
や
『
二
十
一
社
記
』
な
ど
に
確
認
で
き
な
い
記
述
が
あ
る
。『
本
朝
神
社
考
』
は
、
細
字
双
行
で
「
金
光
明
最
勝
王
経
」「
長
者
子
流
水
品
」
と
放
生
会
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
「
年
中
行
事
載
」
の
五
字
も
他
書
に
見
え
な
い
。
林
羅
山
は
こ
の
記
事
の
何
処
を
批
判
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
余
思
、
退
夷
平
賊
者
神
助
、
而
請
放
生
者
妖
巫
・
贋
僧
之
託
也
。
我
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— 1（ —
邦
神
代
事
代
主
神
、
以
釣
魚
・
遊
鳥
爲
樂
。
又
天
孫
之
子
、
兄
弟
有
山
幸
・
海
幸
。
依
此
見
之
、
神
亦
何
必
専
好
放
生
哉
。
想
有
義
存
耳
。
余
思
ふ
、
夷
を
退
け
賊
を
平
ら
ぐ
る
は
神
の
助
け
に
し
て
、
放
生
を
請
ふ
は
妖
巫
・
贋
僧
の
託
な
り
。
我
が
邦
神
代
の
事
代
主
神
、
釣
魚
遊
鳥
を
以
て
樂
と
爲
す
。
又
た
天
孫
の
子
。
兄
弟
に
山
幸
・
海
幸
有
り
。
此
れ
に
依
り
て
之
を
見
れ
ば
、
神
も
亦
た
何
ぞ
必
ず
専
ら
放
生
を
好
ま
ん
や
。
想
ふ
に
義
有
っ
て
存
す
る
の
み
。（「
八
幡
」（
林
羅
山
は
「
放
生
を
請
ふ
は
妖
巫
・
贋
僧
の
託
な
り
」
と
断
言
す
る
。
僧
侶
は
神
や
仏
の
慈
悲
を
強
調
す
る
が
、
記
紀
神
話
に
は
漁
猟
を
す
る
神
も
存
在
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
神
も
亦
た
何
ぞ
必
ず
専
ら
放
生
を
好
ま
ん
や
」
と
な
る
。
「
有
義
存
」
は
「
論
語
」
里
仁
の
「
子
曰
、
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
、
無
莫
也
、
義
之
與
比
」
へ
の
朱
熹
の
注
。
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
こ
う
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
無
く
、
た
だ
そ
の
時
々
の
心
の
宜
し
き
に
従
う
ま
で
で
あ
る
。
大
隅
隼
人
に
よ
る
反
乱
の
折
、
朝
廷
は
宇
佐
八
幡
へ
平
定
祈
願
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
『
本
朝
神
社
考
』
に
あ
る
通
り
。
で
は
、
祈
願
を
享
け
た
八
幡
神
は
死
傷
者
を
悼
み
、
悔
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。「
夷
を
退
け
賊
を
平
ら
ぐ
る
は
神
の
助
け
」
で
あ
り
、「
義
」
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
林
羅
山
は
放
生
会
と
八
幡
神
の
神
託
に
何
の
関
係
も
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
林
羅
山
に
と
っ
て
、
放
生
会
は
捏
造
さ
れ
た
儀
式
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
儀
式
は
朝
廷
に
よ
る
権
威
あ
る
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。
こ
こ
で
先
ほ
ど
引
用
し
た
「
最
勝
王
經
、
長
者
子
流
水
の
品
に
、
池
魚
を
放
つ
。
是
れ
其
の
因
縁
な
り
」
と
「
年
中
行
事
に
載
す
」
と
い
う
記
述
を
思
い
出
さ
れ
た
い
。
前
者
は
、
放
生
会
が
仏
教
徒
に
よ
る
付
会
依
託
の
説
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
放
生
会
が
年
中
行
事
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。「
年
中
行
事
」
と
は
『
建
武
年
中
行
事
』
で
あ
る（11
（
。
『
建
武
年
中
行
事
』
は
、
四
方
拝
か
ら
追
儺
・
節
折
に
い
た
る
朝
廷
の
年
中
行
事
を
記
し
た
も
の
。
尊
治
（
い
わ
ゆ
る
後
醍
醐
天
皇
。
一
二
八
八
～
一
三
三
九
（
の
撰
と
さ
れ
る
。
別
称
が
多
く
存
在
し
、
本
稿
で
用
い
る
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
の
外
題
は
『
禁
裏
政
要
』
で
あ
る
。
「
年
中
行
事
に
載
す
」
と
は
、『
建
武
年
中
行
事
』
に
放
生
会
の
記
事
が
あ
る
、
と
い
う
単
な
る
事
実
確
認
の
記
述
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
書
物
に
ま
で
放
生
会
の
記
述
が
見
え
る
こ
と
は
、
依
託
付
会
の
説
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
時
君
」
は
迷
い
目
を
覚
ま
す
こ
と
が
な
い
。
林
羅
山
は
こ
の
現
状
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
林
羅
山
の
神
仏
習
合
批
判
は
、
究
極
的
に
は
天
皇
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
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二
二
社
に
含
ま
れ
な
い
神
社
『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
が
二
二
社
を
扱
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
林
羅
山
が
「
上
巻
記
二
十
二
社
」
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
の
項
目
を
確
認
す
る
と
、
二
二
社
で
は
な
い
神
社
が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
は
鶴
岡
八
幡
宮
と
誉
田
八
幡
宮
で
あ
る
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
保
護
者
は
河
内
源
氏
義
家
流
で
あ
っ
た
。『
本
朝
神
社
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
こ
の
鶴
岡
八
幡
宮
は
二
二
社
の
中
に
混
入
さ
れ
、
伊
勢
・
石
清
水
に
亜
ぐ
位
置
を
占
め
る
。
林
羅
山
が
こ
の
よ
う
な
構
成
を
採
用
し
た
こ
と
に
は
、
相
応
の
理
由
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
本
節
で
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
関
す
る
『
本
朝
神
社
考
』
の
記
述
を
検
討
の
俎
上
に
乗
せ
、
そ
の
理
由
を
窺
い
た
い
。
伊
豫
守
源
朝
臣
頼
義
、
祈
八
幡
・
賀
茂
・
新
羅
之
三
神
、
求
男
子
、
果
有
三
子
。
其
嫡
男
義
家
、
号
八
幡
太
郎
。
次
男
義
綱
、
号
賀
茂
二
郎
。
三
男
義
光
、
号
新
羅
三
郎
。
伊
豫
守
源
朝
臣
頼
義
、
八
幡
・
賀
茂
・
新
羅
の
三
神
に
祈
り
、
男
子
を
求
む
、
果
た
し
て
三
子
有
り
。
其
の
嫡
男
義
家
、
八
幡
太
郎
と
号
す
。
次
男
義
綱
、
賀
茂
二
郎
と
号
す
。
三
男
義
光
、
新
羅
三
郎
と
号
す
。（「
石
清
水
」（
右
は
、「
石
清
水
」
末
尾
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
八
幡
宮
が
武
家
か
ら
の
崇
敬
を
集
め
る
契
機
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
整
版
本
で
は
低
書
さ
れ
て
い
る
が
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
で
は
低
書
さ
れ
て
い
な
い
。八
幡
太
郎
義
家
か
ら
は
鎌
倉
将
軍
家
・
新
田
氏
・
足
利
氏
が
生
ま
れ
、
新
羅
三
郎
義
光
（
一
〇
四
五
～
一
一
二
七
（
か
ら
は
武
田
氏
・
小
笠
原
氏
・
佐
竹
氏
な
ど
が
生
ま
れ
る
。
伊
豫
守
源
朝
臣
頼
義
は
こ
れ
ら
諸
氏
の
祖
で
あ
る
。
こ
の
源
頼
義
の
祈
願
が
後
の
八
幡
宮
崇
敬
の
き
っ
か
け
と
な
る
。
後
冷
泉
院
時
、
伊
豫
守
源
朝
臣
頼
義
奉
詔
、
征
安
倍
貞
任
。
祈
八
幡
大
神
、
遂
定
東
夷
。
康
平
六
年
秋
八
月
、
潜
勸
請
石
清
水
、
而
建
瑞
籬
于
相
模
国
鎌
倉
由
比
郷
、
今
号
之
下
若
宮
永
保
元
年
春
二
月
、
陸
奥
守
源
朝
臣
義
家
修
復
之
。
治
承
四
年
、
十
月
十
二
日
、
源
武
衞
頼
朝
、
爲
崇
祖
宗
、
点
小
林
郷
之
北
山
、
構
宮
廟
、
迁
鶴
岡
社
于
此
處
、
以
走
湯
山
専
光
坊
良
暹
、
爲
別
當
軄
、
令
大
庭
平
大
景
義
、
執
行
其
事
。
先
是
武
衞
潔
齋
、
以
思
念
、
當
社
所
在
、
其
本
新
両
處
、
未
决
何
所
、
因
隨
神
鑒
、
於
宝
前
自
取
鬮
、
時
定
爲
當
處
。
於
是
作
茅
茨
之
営
、
致
蘋
繁
之
禮
云
々
。
明
年
正
月
一
日
、
武
衞
詣
焉
奉
神
馬
、
因
以
正
月
朔
、
定
爲
奉
幣
之
日
。
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
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後
冷
泉
院
の
時
、
伊
豫
守
源
朝
臣
頼
義
詔
を
奉
け
た
ま
は
っ
て
、
安
倍
貞
任
を
征
す
。
八
幡
大
神
に
祈
り
、
遂
に
東
夷
を
定
む
。
康
平
六
年
秋
八
月
、
潜
か
に
石
清
水
を
勸
請
し
て
、
瑞
籬
を
相
模
国
鎌
倉
由
比
の
郷
に
建
て
、（
今
之
を
下
若
宮
と
号
す
（
永
保
元
年
春
二
月
、
陸
奥
守
源
朝
臣
義
家
之
を
修
復
す
。
治
承
四
年
、
十
月
十
二
日
、
源
武
衞
（
頼
朝
（、
祖
宗
を
崇
め
ん
が
爲
に
、
小
林
郷
の
北
山
を
点
じ
、
宮
廟
を
構
へ
、
鶴
岡
社
を
此
の
處
に
迁
し
、
走
湯
山
専
光
坊
良
暹
を
以
て
、
別
當
軄
と
爲
し
、
大
庭
平
大
景
義
を
令
て
、
其
の
事
を
執
行
せ
し
む
。
是
れ
よ
り
先
武
衞
潔
齋
し
、
以
て
思
念
す
。
當
社
の
所
在
、
其
の
本
新
両
處
、
未
だ
何
れ
の
所
か
决
せ
ず
、
因
り
て
神
鑒
に
隨
ひ
、
宝
前
に
於
て
自
ら
鬮
を
取
り
、
時
に
定
め
て
當
處
と
爲
す
。
是
に
於
て
茅
茨
の
営
を
作
し
、
蘋
繁
の
禮
を
致
す
と
云
々
。　
明
年
正
月
一
日
、
武
衞
詣
る
。
神
馬
を
奉
り
、
因
り
て
正
月
の
朔
を
以
て
、
定
め
て
奉
幣
の
日
と
爲
す
。
（「
鶴
岡
」（
『
東
鑑
』（『
吾
妻
鏡
』（
の
記
事
を
踏
ま
え
る（11
（
。『
東
鑑
』
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
（
の
記
事
に
源
頼
義
・
源
義
家
の
事
跡
を
添
え
て
い
る
が
、
林
羅
山
は
時
系
列
に
従
い
を
改
め
て
い
る
。
ま
た
、『
東
鑑
』
は
日
記
風
の
変
則
的
な
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
林
羅
山
は
こ
れ
に
手
を
加
え
て
い
る
。
『
東
鑑
』
は
、
ま
ず
治
承
四
年
の
源
頼
朝
（
一
一
四
七
～
一
一
九
九
（
に
よ
る
鶴
岡
八
幡
宮
遷
座
の
記
事
を
掲
げ
、
振
り
返
る
形
で
源
頼
義
・
源
義
家
親
子
に
よ
る
八
幡
宮
崇
敬
の
事
跡
を
繫
け
る
構
成
を
取
る
。
こ
れ
は
、
源
頼
朝
が
河
内
源
氏
源
義
家
流
の
嫡
流
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
た
め
の
処
置
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
林
羅
山
は
時
系
列
順
に
事
跡
を
配
列
す
る
。「
征
安
倍
貞
任
」
と
は
前
九
年
の
役
に
お
い
て
、
源
頼
義
・
源
義
家
親
子
が
安
倍
貞
任
（
生
年
不
詳
～
一
〇
六
二
（
を
破
っ
た
こ
と
を
指
す
。
前
九
年
の
役
の
勝
利
に
先
立
ち
、
源
頼
義
は
八
幡
神
に
戦
勝
祈
願
を
行
っ
て
い
た
。
康
平
六
年
（
一
〇
六
三
（、
源
頼
義
は
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
て
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
前
身
と
な
る
若
宮
を
創
建
す
る
。
こ
の
若
宮
を
修
復
し
た
の
が
源
義
家
で
あ
り
、
遷
座
し
た
の
が
源
頼
朝
で
あ
る
。
時
系
列
に
沿
っ
た
記
事
の
配
列
に
よ
り
、
源
頼
義
・
源
義
家
親
子
か
ら
源
頼
朝
に
至
る
河
内
源
氏
の
嫡
流
が
如
何
に
八
幡
宮
を
重
視
し
て
き
た
の
か
が
強
調
さ
れ
る
。『
東
鑑
』
の
配
列
は
鎌
倉
将
軍
家
に
権
威
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、『
本
朝
神
社
考
』
の
配
列
は
鶴
岡
を
含
め
た
八
幡
宮
に
権
威
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
鶴
岡
の
記
事
は
主
に
源
氏
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
天
皇
や
平
氏
あ
る
い
は
禅
僧
に
関
す
る
記
事
も
採
録
さ
れ
て
い
た
が
、
焦
点
は
あ
く
ま
で
も
武
家
の
棟
梁
と
し
て
の
河
内
源
氏
義
家
流
に
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
川
家
康
が
自
称
し
た
世
良
田
氏
も
ま
た
、
源
義
家
の
子
源
義
国
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
五
（
を
祖
と
す
る
源
氏
の
一
流
で
あ
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
林
羅
山
が
鶴
岡
を
立
項
す
る
こ
と
も
、
源
氏
と
の
関
わ
り
を
強
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す
る
こ
と
も
当
然
と
言
え
る
。
林
羅
山
は
二
二
社
の
中
に
鶴
岡
を
混
入
し
、
伊
勢
と
石
清
水
に
亜
ぐ
位
階
を
与
え
る
こ
と
で
、
旧
来
の
秩
序
を
利
用
し
つ
つ
、
よ
り
主
家
に
都
合
の
良
い
か
た
ち
に
改
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
10　
お
わ
り
に
最
後
に
、
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
て
考
察
を
行
う
。
林
羅
山
が
示
し
た
二
二
社
の
序
列
は
北
畠
親
房
や
吉
田
兼
倶
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
林
羅
山
の
創
意
工
夫
を
認
め
て
も
よ
か
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
異
同
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
長
年
間
か
ら
寛
永
年
間
に
い
た
る
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
は
寺
社
統
制
・
天
皇
と
寺
社
の
分
断
・
武
家
独
自
の
権
威
創
出
に
大
別
し
得
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
に
『
本
朝
神
社
考
』
を
位
置
付
け
た
時
、
両
者
の
間
に
連
動
を
認
め
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
順
番
に
確
認
し
て
行
こ
う
。
ま
ず
、
徳
川
幕
府
の
寺
社
統
制
は
寺
社
を
支
配
下
に
置
き
、
宗
教
的
な
権
威
で
は
な
く
下
級
役
人
と
し
て
の
役
割
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
本
朝
神
社
考
』
の
仏
教
批
判
も
、
神
仏
習
合
の
原
因
を
神
田
の
剽
窃
と
い
う
極
め
て
卑
俗
な
動
機
に
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
は
僧
侶
を
世
俗
的
な
原
理
に
属
せ
し
め
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
次
に
、
天
皇
と
寺
社
の
分
断
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
徳
川
幕
府
は
一
貫
し
て
天
皇
の
僧
官
叙
任
権
を
侵
犯
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
天
皇
と
寺
社
の
関
係
に
割
っ
て
入
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
林
羅
山
は
『
本
朝
神
社
考
』
に
お
い
て
神
仏
習
合
を
上
古
の
風
習
に
あ
ら
ず
と
判
じ
、
痛
烈
に
批
判
し
た
。
ま
た
、
神
仏
習
合
が
起
こ
っ
た
責
任
を
僧
侶
の
み
な
ら
ず
天
皇
に
求
め
た
。
両
者
は
天
皇
と
僧
侶
を
分
断
せ
し
め
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、
武
家
独
自
の
権
威
創
出
に
つ
い
て
言
え
ば
、
徳
川
幕
府
は
徳
川
家
康
を
神
格
化
す
る
こ
と
で
従
来
と
異
な
る
宗
教
的
権
威
を
作
り
出
そ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
林
羅
山
は
二
二
社
の
序
列
を
操
作
し
、
従
来
名
を
連
ね
て
い
な
い
鶴
岡
を
立
項
す
る
の
み
な
ら
ず
、
伊
勢
神
宮
と
石
清
水
八
幡
宮
に
亜
ぐ
位
階
を
与
え
た
。
武
家
の
棟
梁
で
あ
る
河
内
源
氏
義
家
流
の
崇
敬
社
に
格
別
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
で
、
現
在
の
武
家
の
棟
梁
＝
徳
川
氏
に
宗
教
的
権
威
を
付
与
し
よ
う
と
図
っ
た
の
で
あ
る
。
両
者
は
徳
川
幕
府
に
宗
教
的
権
威
を
与
え
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
無
関
係
な
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
と
『
本
朝
神
社
考
』
の
内
容
は
、
そ
の
実
密
接
に
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
言
を
付
せ
ば
、『
本
朝
神
社
考
』
の
成
立
時
期
は
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
が
一
応
の
落
着
を
見
る
時
期
と
符
合
す
る
。
言
う
な
れ
ば
、
林
羅
山
は
現
世
の
秩
序
に
即
し
た
宗
教
秩
序
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
林
羅
山
は
、
中
世
以
来
の
二
二
社
と
い
う
枠
組
み
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
大
胆
に
改
変
す
る
と
い
う
手
段
を
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— 1（ —
取
っ
た
。
斯
か
る
林
羅
山
の
手
管
は
、
現
在
通
行
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
始
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
先
行
研
究
で
用
い
ら
れ
る
上
村
本
は
、
林
羅
山
の
意
図
を
無
視
し
て
、
編
目
を
改
め
て
い
る
。
然
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
二
二
社
の
枠
組
み
と
矛
盾
を
来
さ
ぬ
よ
う
に
訂
正
す
る
こ
と
が
、
上
村
本
の
狙
い
で
あ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
既
存
の
宗
教
秩
序
を
当
時
の
世
俗
秩
序
と
合
致
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
林
羅
山
の
二
二
社
改
変
の
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
林
羅
山
当
人
の
意
向
を
重
ん
ず
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
林
羅
山
の
仕
事
の
内
実
を
無
視
し
た
上
村
本
を
採
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
上
村
本
の
テ
キ
ス
ト
は
誤
字
も
多
く
、
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
誤
字
の
存
在
と
い
う
点
で
は
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
見
同
じ
瑕
を
持
つ
か
の
如
き
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
誤
字
の
質
を
異
に
し
て
い
た
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
の
誤
字
は
、
写
本
で
あ
る
が
故
に
胚
胎
し
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
表
記
の
揺
れ
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
村
本
の
誤
字
は
、
出
版
に
至
る
過
程
で
原
著
者
の
手
を
離
れ
、
そ
の
意
向
が
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
林
羅
山
の
著
述
を
検
討
す
る
上
で
、
版
本
を
用
い
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
写
本
を
中
心
と
し
た
、
可
能
な
限
り
林
羅
山
や
林
家
に
縁
あ
る
伝
本
を
用
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
慶
長
年
間
か
ら
寛
永
年
間
に
い
た
る
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
は
硬
軟
織
り
交
ぜ
て
巧
み
に
推
し
進
め
ら
れ
て
行
く
が
、
自
ず
と
限
界
を
存
し
た
。
そ
れ
は
、
朝
廷
が
維
持
し
て
き
た
律
令
制
に
基
づ
い
た
制
度
や
天
皇
そ
の
人
の
権
威
に
寄
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
に
あ
っ
た
。
僧
綱
補
任
制
や
本
寺
に
お
け
る
門
跡
の
利
用
、
そ
し
て
日
光
へ
の
例
幣
使
派
遣
な
ど
は
、
一
七
世
紀
前
半
に
お
け
る
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
が
抱
え
る
限
界
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、『
本
朝
神
社
考
』
も
ま
た
限
界
を
有
し
た
。
林
羅
山
は
二
二
社
と
い
う
枠
組
み
を
利
用
し
、
そ
の
枠
組
み
内
部
の
序
列
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
主
君
で
あ
る
徳
川
氏
に
宗
教
的
権
威
を
付
与
し
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
当
然
そ
れ
は
中
世
以
来
の
枠
組
み
を
所
与
の
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
両
者
が
目
的
を
同
じ
く
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
限
界
を
も
同
じ
く
す
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
っ
た
。
《
注
》
（
1
（　
前
田
勉
『
近
世
神
道
と
国
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
（
（
（
（　
前
掲
前
田
『
近
世
神
道
と
国
学
』
（
（
（　
こ
の
種
の
業
績
と
し
て
は
、
宮
地
直
一
に
よ
る
「
解
説
」（『
本
朝
神
社
考
』、
改
造
社
、
一
九
四
二
（
が
先
駆
け
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
森
瑞
枝
「
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社
考
』
に
お
け
る
『
元
亨
釈
書
』
の
利
用
状
況
」（『
神
道
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研
究
集
録
』
一
一
、
一
九
九
二
（
が
現
れ
た
。
近
年
で
は
、
野
上
潤
一
「
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』
と
清
原
宣
賢
『
日
本
書
紀
抄
』 : 
『
本
朝
神
社
考
』
に
お
け
る
文
献
批
判
の
非
在
と
林
羅
山
の
学
問
の
一
隅
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
三
二
、
二
〇
一
五
（
が
あ
る
。
（
（
（　
肥
後
和
男
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」（『
近
世
思
想
史
研
究
』
ふ
た
ら
書
房
、
一
九
四
三
（
（
（
（　
前
掲
宮
地
「
解
説
」
（
（
（　
石
田
一
良
「
解
題　
総
論
」（『
神
道
大
系
』
論
説
篇
「
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
」、
一
九
八
八
（
（
（
（　
こ
う
し
た
試
み
が
従
来
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
ご
く
大
雑
把
な
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
石
田
「
解
題　
総
論
」「
江
戸
時
代
を
大
観
す
る
と
、
幕
初
（
一
六
〇
三
開
幕
（
よ
り
五
代
将
軍
綱
吉
ま
で
の
時
代
に
お
い
て
は
、
幕
府
は
朝
廷
を
あ
が
め
て
幕
藩
体
制
の
外
に
置
き
、
朝
廷
の
宗
教
的
権
威
を
借
り
て
、
実
力
に
よ
っ
て
獲
た
諸
藩
に
対
す
る
優
位
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
降
、
こ
と
に
八
代
将
軍
吉
宗
以
後
に
な
る
と
、
幕
府
の
実
力
は
朝
廷
の
権
威
を
借
ら
ず
と
も
諸
大
名
を
制
圧
す
る
ま
で
に
強
大
と
な
る
」
（
（
（　
圭
室
文
雄
『
日
本
仏
教
史　
近
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
（
（
（
（　
前
掲
圭
室
『
日
本
仏
教
史　
近
世
』
（
10
（　
宮
地
正
人
『
天
皇
制
の
政
治
史
的
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
一
（
（
11
（　
前
掲
宮
地
『
天
皇
制
の
政
治
史
的
研
究
』
（
1（
（　
よ
っ
て
、
本
稿
で
『
本
朝
神
社
考
』
を
引
用
す
る
場
合
、
特
に
断
り
が
な
け
れ
ば
、
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
を
用
い
る
も
の
と
、
了
解
さ
れ
た
い
。
（
1（
（　
高
橋
美
由
紀
「
解
題　
所
収
文
献
紹
介
」（『
神
道
大
系
』
論
説
篇
「
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
」、
一
九
八
八
（
（
1（
（　
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
本
上
巻
の
序
に
は
、
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
を
揃
え
る
た
め
に
「
之
」
字
を
消
し
た
上
で
次
の
行
の
頭
に
書
き
直
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
（
1（
（　
「
本
朝
神
社
考
序
」「
延
喜
式
所
載
神
名
帳
、
日
本
國
中
大
小
神
社
、
三
千
一
百
三
十
二
座
。
其
外
、
石
清
水
・
吉
田
・
祗
園
・
北
野
、
號
式
外
之
神
。
後
朱
雀
院
長
暦
三
年
秋
八
月
、
定
二
十
二
社
之
數
」
（
1（
（　
「
本
朝
神
社
考
序
」「
夫
本
朝
者
、
神
國
也
。
神
武
帝
繼
天
建
極
已
来
、
相
續
相
承
、
皇
緒
不
絶
、
王
道
惟
弘
、
是
我
天
神
所
授
道
也
。
中
世
寢
微
、
佛
氏
乗
隙
、
移
彼
西
天
之
法
、
變
吾
東
域
之
俗
。
王
道
既
衰
、
神
道
漸
廢
。
而
以
其
異
端
離
我
而
難
立
故
、
設
左
道
之
説
曰
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冊
者
、
梵
語
也
。（
中
略
（
時
之
王
公
大
人
、
國
之
侯
伯
刺
史
、
信
伏
不
悟
」
（
1（
（　
「
本
朝
神
社
考
序
」「
雖
然
、
猶
幸
有
日
本
書
紀
・
延
喜
式
等
之
諸
書
、
而
可
以
辨
疑
。
是
亦
讀
書
知
理
之
人
、
可
少
覺
也
。
非
爲
庸
人
而
言
之
」
（
1（
（　
「
本
朝
神
社
考
序
」「
昔
太
史
公
之
修
史
記
也
、
上
自
黄
帝
下
及
天
漢
、
殆
三
千
歳
、
一
百
三
十
卷
之
中
、
楚
漢
居
太
半
。
今
我
於
神
社
考
、
尋
遺
篇
、
訪
耆
老
、
伺
縁
起
、
而
證
之
舊
事
記
・
古
事
記
・
日
本
紀
・
續
日
本
紀
・
延
喜
式
・
風
土
記
抄
・
古
語
拾
遺
・
文
粹
・
神
皇
正
統
紀
・
公
事
根
源
等
之
諸
書
、
以
表
出
之
。
其
間
又
有
關
于
浮
屠
者
、
則
一
字
低
書
而
附
之
、
以
令
見
者
不
惑
也
。
且
又
議
以
己
意
、
幷
書
而
附
。
上
巻
記
二
十
二
社
、
中
巻
記
諸
社
之
有
名
者
、
下
巻
記
霊
異
方
術
之
事
、
合
爲
三
巻
。
庶
幾
世
人
之
崇
我
神
、
而
排
彼
佛
。
然
則
國
家
復
上
古
之
淳
直
、
民
俗
致
内
外
之
清
浄
、
不
亦
可
乎
」
（
1（
（　
以
下
、
上
村
本
と
略
称
す
る
。
な
お
、
本
書
で
は
上
村
本
と
し
て
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
用
い
る
。
（
（0
（　
「
八
幡
」「
日
本
紀
第
十
、
誉
田
天
皇
、
足
仲
彦
天
皇
第
四
子
也
。
母
曰
気
長
足
姫
尊
。
天
皇
以
皇
后
討
新
羅
之
年
、
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
、
生
於
筑
紫
之
蚊
田
。（
中
略
（
既
産
之
、
完
生
腕
上
。
其
形
如
鞆
。
是
肖
皇
太
后
爲
雄
装
之
負
鞆
。
肖
、
此
云
阿
叡
。
故
称
其
名
、
謂
誉
田
天
皇
。
上
古
時
俗
、
徳川幕府の宗教政策と『本朝神社考』との連動について
— 1（ —
号
鞆
謂
褒
武
多
焉
。
一
云
、
初
天
皇
、
爲
太
子
、
行
于
越
国
、
拝
祭
角
鹿
箇
飯
大
神
。
時
大
神
与
太
子
名
相
易
。
故
号
大
神
、
曰
去
来
紗
別
神
、
太
子
名
誉
田
別
尊
。
然
則
可
謂
大
神
本
名
誉
田
別
神
、
太
子
元
名
去
来
紗
別
尊
。
然
無
所
見
也
。
未
詳
。
（
（1
（　
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
慶
安
二
年
刊
本
『
神
皇
正
統
記
』「
第
十
六
代
、
第
十
五
世
、
應
神
天
皇
ハ
仲
哀
第
四
の
子
。
御
母
ハ
神
功
皇
后
な
り
。
胎
中
の
天
皇
と
も
、
又
は
譽
田
天
皇
と
も
な
付
け
奉
る
。
庚
寅
の
年
即
位
。
大
倭
の
軽
嶋
豊
明
の
宮
に
ま
し
ま
す
。
此
時
百
濟
よ
り
博
士
を
め
し
、
経
史
を
つ
た
へ
ら
る
。
太
子
以
下
是
を
学
び
な
ら
ひ
き
。
此
國
に
経
史
お
よ
ひ
文
字
を
も
ち
ゐ
る
事
ハ
、
是
よ
り
は
じ
ま
れ
り
と
そ
。
異
朝
の
一
書
の
中
に
、
日
本
は
呉
の
太
伯
が
後
な
り
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
返
々
あ
た
ら
ぬ
こ
と
な
り
」、「
八
幡
」「
神
皇
正
統
紀
云
、
応
神
天
皇
、
本
名
誉
田
天
皇
、
又
胎
中
天
皇
。
居
于
大
和
輕
嶋
豊
明
宮
。
此
御
宇
、
召
博
士
於
百
濟
、
傳
經
史
、
大
子
以
下
、
各
習
学
之
、
是
本
朝
經
學
之
始
也
」
（
（（
（　
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
『
神
皇
正
統
記
』「
欽
明
天
皇
の
御
代
に
は
し
め
て
神
と
あ
ら
は
れ
て
、
筑
紫
の
肥
後
の
國
菱
形
の
池
と
云
所
に
あ
ら
ハ
れ
給
ふ
。
我
は
人
皇
十
六
代
譽
田
の
八
幡
丸
也
と
、
の
給
ひ
き
。
譽
田
は
も
と
の
御
名
、
八
幡
は
垂
迹
の
号
な
り
。
後
に
豊
後ママ
國
宇
佐
の
宮
に
し
づ
ま
り
給
ひ
し
が
、
聖
武
天
皇
東
大
寺
を
建
立
の
後
、
巡
礼
し
給
ふ
へ
き
よ
し
託
宣
あ
り
き
。
依
て
威
儀
を
と
ゝ
の
へ
て
迎
へ
申
さ
る
。
又
神
託
あ
り
て
御
出
家
の
羲
あ
り
き
。
や
か
て
彼
寺
に
勸
請
し
た
て
ま
つ
ら
る
。
さ
れ
と
勅
使
な
と
は
宇
佐
に
ま
い
り
き
」
（
（（
（　
内
閣
文
庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
寛
永
元
年
跋
刊
本
『
元
亨
釈
書
』（
以
降
、
羅
山
旧
蔵
本
『
元
亨
釈
書
』
と
略
記
す
る
（
巻
第
二
三 
資
治
表
四 
桓
武
天
皇
「
延
暦
二
年
三
月
。
藤
僕
射
薨
。
僕
射
帰
鑑
真
久
矣
。
甞
受
菩
薩
戒
。
五
月
八
幡
大
神
託
曰
。
我
無
量
劫
来
。
化
生
於
三
有
。
修
善
功
方
便
。
濟
度
諸
衆
生
。
我
名
曰
大
自
在
王
菩
薩
」
（
（（
（　
「
石
清
水
」「
公
事
根
源
載
、
石
清
水
放
生
會
、
八
月
十
五
日
也
。
自
毎
年
八
月
一
日
、
至
十
五
日
、
遣
人
諸
所
、
買
數
萬
喉
魚
、
而
放
之
山
下
小
河
」
（
（（
（　
羅
山
旧
蔵
本
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
二 
資
治
表
三 
元
正
天
皇
「
養
老
四
年
正
月
。（
中
略
（
九
月
日
・
隅
二
州
亂
。
朝
廷
祈
宇
佐
神
宮
平
冦
。
大
神
託
曰
。
交
鋒
之
間
。
死
傷
多
矣
。
我
甚
憐
之
。
願
冦
平
之
後
。
置
放
生
於
諸
州
。
八
幡
放
生
會
。
自
此
始
焉
」
（
（（
（　
内
閣
文
庫
所
蔵
林
鵞
峯
旧
蔵
本
『
禁
裏
政
要
』「
十
五
日
石
清
水
放
生
会
内
裏
こ
と
な
る
こ
と
な
し
上
卿
宰
相
弁
衞
府
な
と
向
ふ
宣
命
内
蔵
寮
の
使
に
給
ふ
」
（
（（
（　
賀
茂
二
郎
義
綱
の
流
は
新
羅
三
郎
義
光
に
滅
ぼ
さ
れ
、
す
で
に
追
跡
不
可
能
で
あ
っ
た
。
（
（（
（　
内
閣
文
庫
所
蔵
黒
田
家
献
上
写
本
『
東
鑑
』
巻
第
一
、
治
承
四
年
一
〇
月
一
二
日
「
十
二
日　
辛
卯　
、
快
晴
、
寅
尅
、
為
崇
祖
宗
、
點
小
林
郷
之
北
山
、
搆
宮
廟
、
被
奉
遷
鶴
岡
宮
於
此
所
、
以
専
光
坊
暫
為
別
當
軄
、
令
景
義
、
執
行
宮
寺
事
。
武
衛
此
間
潔
斎
給
、
當
宮
御
在
所
、
本
新
両
所
用
捨
賢
愚
猶
危
經
之
間
任
神
鑒
、
於
寶
前
、
自
令
取
探
給
治
定
當
砌
訖
。
然
而
未
及
花
搆
之
餝
、
先
作
茅
芝
之
営
。
本
社
者
後
冷
泉
院
御
宇
伊
与
守
源
朝
臣
頼
義
奉　
勅
定
、
征
伐
安
倍
貞
任
之
時
、
有
丹
祈
之
旨
。
康
平
六
年
、
秋
八
月
、
潜
動ママ
請
石
清
水
、
建
瑞
籬
於
當
國
由
比
郷
、
今
号
之
下
若
宮
永
保
元
年
、
二
月
陸
奥
守
同
朝
臣
義
家
加
修
復
。
今
又
奉
遷
小
林
郷
、致
蘋
蘩
礼
奠
云
云
」、
献
上
本
『
東
鑑
』
巻
第
二 
治
承
五
年
正
月
元
日
「
一
日　
戊
申　
、
卯
尅
前
武
衞
参
鶴
岳
若
宮
給
、
不
及
日
次
沙
汰
、
朔
旦
被
定
、
當
宮
奉
幣
之
日
云
云
」
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二
十
二
社
序
列
表
『
二
十
一
社
記
』
『
神
道
大
意
』
『
本
朝
神
社
考
』
（
巻
頭
目
録
（
『
本
朝
神
社
考
』（
実
際
の
内
容
（
伊
勢
伊
勢
伊
勢
伊
勢
石
清
水
石
清
水
石
清
水
　
外
宮
賀
茂
賀
茂
春
日
　
齋
宮
松
尾
松
尾
大
和
八
幡
平
野
平
野
大
神
　
石
清
水
稲
荷
稲
荷
賀
茂
　
鶴
岡
（
誉
田
（
春
日
春
日
松
尾
春
日
大
明
神
大
神
大
原
野
稲
荷
　
春
日
四
所
大
明
神
大
和
大
神
平
野
　
藤
家
石
上
石
上
大
原
野
三
輪
広
瀬
大
和
吉
田
賀
茂
龍
田
広
瀬
石
上
　
斎
院
司
大
原
野
龍
田
廣
瀬
松
尾
吉
田
住
吉
龍
田
稲
荷
住
吉
日
吉
住
吉
平
野
日
吉
梅
宮
日
吉
大
原
野
広
田
吉
田
梅
宮
吉
田
梅
宮
広
田
廣
田
石
上
祗
園
祗
園
祗
園
廣
瀬
・
龍
田
北
野
北
野
北
野
住
吉
丹
生
川
上
丹
生
川
上
丹
生
日
吉
貴
布
祢
貴
布
祢
貴
船
梅
宮
廣
田
祗
園
北
野
丹
生
明
神
貴
布
禰
